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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
与れまでも象牙質の形成を生物学的に促進させようとする研究が数多く
行われてきたが,いまだ臨床応用に至ったものはない｡
本研究は,骨系分化促進作用が報告されている高脂血症治療薬であるスタ
チンを用いて,その象牙質形成促進作用をヒト歯髄幹細胞(DentalPulpSt
emCells;.DPSCs)を用いて,l'DVl'tro,i.DVl'voで検討したものである.
その結果,スタチン添加により1)細胞増殖が抑制されること,2)細胞骨格
形成が抑制されること,3)至適濃度で作用させた場合,アポ トー シスを誘導･
することなく,細胞周期をGO/G1期で停止すること,4)その作用経路はメバ
ロン酸-Rho経路を介していることが示唆されること,5)1pMの濃度で作用さ
せるとdspp,ocn遺伝子発現が1'DVl'troで強く促進されること,6)1pMの濃
度で作用させて免疫不全マウス-移植を行うと1'DVl'voでの硬組織形成が促
進されることが明らかとなった｡
これらの知見は,今後の象牙質再生療法の開発において,きわめて重要で
あると考えられた｡また,本研究は,ヒトDPSCsに対するスタチンの影響,
ならびにスタチンの作用機序を適切に評価しており,実験計画,実験手技,
および統計学的評価も適切であると判断される｡よって本論文は博士(歯学)
の学位授与に十分値するものと判断した｡
